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アラスカへの思い
巻頭 エ ッ セ イ

結婚後短い期間でしたが撮影に同行し、フィー
ルドでの時間を供に過すことで、夫がいかに
フィールドで過す時間を大切にし楽しんでいた
か、そして撮影するためにどれほど長い時間待つ
のかということに気付かされました。動物たちが
ありのままの自然な姿で撮られている写真の裏
には、長い時間と、その対象に対する深い思いが
あったのです。
又、夫は写真を撮りながら、自分が見ているこ
の風景を誰かに見せてあげたい、そんな思いも強
く持っていました。「自分の撮影した写真を見た人
や、書いた文章を読んでくれた人を、一人でも励
ますことができたらいいな」と話してもいました。
夫には若い人へ伝えたい二つのメッセージがあ
りました。一つはなるべく早い時期に、人間の一
生がいかに短いものかを感じとってほしいとい
うこと。もう一つは好きなことに出会ったらそれ
を大切にしてほしいということです。
このメッセージが、これから様々な人生の岐路
に立つ時に、新しい道を歩むためのきっかけの一
つにつながれば幸いに思います。

夫、星野道夫の学生時代、北海道の自然に強く
魅かれていた彼は、通学の電車に揺られている
時、ふっと北海道のヒグマが頭をかすめたのでし
た。自分が東京で暮らしている同じ瞬間に、同じ
日本のどこかの山で一頭のヒグマが倒木を乗り
越えながら力強く大地を踏みしめている……。そ
のことが不思議でならなかったのでした。
やがて北海道への憧れはアラスカへとつながっ
ていきます。大学生の時に親友を亡くし、人の一
生の短さを知り、自分の残された時間の中で、本
当に好きなことをやっていこうと、アラスカで写
真を撮る道を決めました。
アラスカに渡って写真を撮り始めた頃には、5

年間位でアラスカをまとめ、その後は別のテーマ
で他の場所を撮影しようと考えていたようです。
しかし5年が過ぎ振り返ってみると、自分はアラ
スカという大きなテーマのほんの入口に入った
ばかりで、充分に撮影ができていないことに気付
きました。カメラとザックを担ぎ、一年の半分近
くをテントで過し、たくさんの風景・野生動物と
出会うことで、又、その旅の中で多くのアラスカ
に暮らす人々と出会い、親交を深める毎に、アラ
スカというテーマは、より深くなっていき、一生
を賭けるものとなりました。

星野直子

アラスカにて 2011年春




